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取締役社長 井 田 義 則 

臨時株主総会招集ご通知 
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議決権の行使についての参考書類 
 

１．総株主の議決権の数               960,053個 
 

２．議案および参考事項 
 

第１号議案 資本減少（Ⅱ種優先株式の強制有償消却の方法による資本減少）

の件 

１．資本減少の理由 

 当社は、平成16年11月18日に発表いたしました「中期経営計画の策定お

よび財務対策」（別冊）のとおり、第２号議案でご審議いただく資本準備

金減少により、当第103期（平成17年３月期）には繰越損失の解消を見込

むとともに、Ⅱ種優先株式の強制有償消却の方法による資本減少を行うこ

とで、将来当該優先株式が普通株式に転換され、普通株主の皆様の持株比

率が希薄化されることを防ぎ、また、将来の配当負担を軽減したいと存じ
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第２号議案 資本準備金減少の件 

 前記「中期経営計画の策定および財務対策」のとおり、第１号議案でご審

議いただくⅡ種優先株式の強制有償消却の方法による資本減少に加え、商法

第289条第２項の規定に基づき、当社の資本準備金を50,000,000,000円減少

し、全額を資本の欠損填補に充当することで、復配に道筋をつけたいと存じ

ます。なお、本年10月末時点の当社の資本準備金の額は77,422,663,097円で

したが、本議案の資本準備金減少の効力が発生した場合には、当社の資本準

備金の額は27,422,663,097円（本年11月から当該効力発生日までの新株予約

権の行使により増加する資本準備金の額は含んでおりません。）となる予定

です。 

 

第３号議案 定款一部変更の件 

１．変更の理由 

 第１号議案の「資本減少（Ⅱ種優先株式の強制有償消却の方法による資

本減少）の件」が承認可決された場合、Ⅱ種優先株式がすべて消却される

ことにともない、現行定款第13条－３を削除することとし、現行定款第13

条－４から第13条－６までのⅢ種優先株式、Ⅳ種優先株式および優先株式

の優先順位に関する条文番号を順次繰り上げるものであります。また、現

行定款第７条のⅡ種優先株式の記載を削除するものであります。 

 さらに、Ⅱ種優先株式がすべて消却された場合、当社が発行する株式の

総数がそれに相当する株式数減少いたしますので、現行定款第５条におい

て、「本会社が発行する株式の総数」が「34億9,400万株」と定められて

いるところを、「34億5,650万株」とし、「3,750万株はⅡ種優先株式」、

との記載を削除するものであります。 

 なお、下記の変更の効力発生は、いずれも第１号議案の資本減少におけ

る株式消却の効力が発生することを条件といたします。 
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２．変更の内容 

 変更の内容は次のとおりであります。 
 （下線は変更部分であります。）

 
現 行 定 款 変 更 案 

第５条（会社が発行する株式の総数） 第５条（会社が発行する株式の総数） 

本会社が発行する株式の総数は、34億

9,400万株とし、このうち33億6,900万

株は普通株式、3,750万株はⅠ種優先

株式、3,750万株はⅡ種優先株式、

2,500万株はⅢ種優先株式、2,500万株

はⅣ種優先株式とする。ただし、普通

株式につき消却があった場合または優

先株式につき消却もしくは普通株式へ

の転換があった場合には、これに相当

する株式数を減ずる。 

本会社が発行する株式の総数は、34億

5,650万株とし、このうち33億6,900万

株は普通株式、3,750万株はⅠ種優先

株式、2,500万株はⅢ種優先株式、

2,500万株はⅣ種優先株式とする。た

だし、普通株式につき消却があった場

合または優先株式につき消却もしくは

普通株式への転換があった場合には、

これに相当する株式数を減ずる。 

第７条（１単元の株式の数） 第７条（１単元の株式の数） 

本会社の普通株式ならびにⅠ種優先株

式、Ⅱ種優先株式、Ⅲ種優先株式およ

びⅣ種優先株式の１単元の株式の数

は、それぞれ1,000株とする。 

本会社の普通株式ならびにⅠ種優先株

式、Ⅲ種優先株式およびⅣ種優先株式

の１単元の株式の数は、それぞれ

1,000株とする。 

第13条－３（Ⅱ種優先株式） （削除） 

本会社の発行するⅡ種優先株式の内容

は、第13条－２の規定を準用する。 

 

第13条－４ 第13条－３ 

～        （条文省略） ～ （現行第13条－４～第13条－６のと

おり） 

第13条－６ 第13条－５ 

以 上 
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単体 資本の部の推移（ご参考） 

 

【留意事項】 

１．「その他」は「その他有価証券評価差額金」および「自己株式」の合計であります。 

平成16年９月期(中間)

資本金 
706

繰越損失
▲562

資本準備金 
699

土地再評
価差額金 

858

その他57 

 

株主資本
1,758

平成16年10月

資本金
781

繰越損失
▲562

資本準備金
774

土地再評
価差額金

858

その他57

株主資本
1,908

臨時株主総会／資本の減少 

資本金
181

繰越損失 
▲562

資本準備金
774

土地再評
価差額金

858

その他57

株主資本 
1,308

臨時株主総会／資本準備金の減少

資本金 
181

繰越損失
▲62

資本準備金 
274

土地再評
価差額金 

858

その他57 

株主資本
1,308

平成17年３月期(見込)

資本金
181

資本準備金
274

土地再評
価差額金

744

その他57

株主資本
1,417

利益剰余金
161

〔補足説明〕

新株予約権
付社債転換 

60

繰越損失
▲562

 
うち中間純利益

191

〔補足説明〕

新株予約権
付社債転換

150

繰越損失
▲562

 
うち中間純利益

191

〔補足説明〕

利益剰余金
161

 
うち当期純利益

300
 
うち資本準
備金取崩額

500
 
うち土地再評価
差額金取崩額

114

〔補足説明〕

資本の減少
▲600

繰越損失 
▲562

 
うち中間純利益 

191

〔補足説明〕

繰越損失
▲62

 
うち中間純利益

191
 
うち資本準
備金取崩額

500

資本準備
金の減少 

▲500
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  平成16年12月１日 

株主の皆様へ   
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 Ⅰ． 経営目標 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 Ⅱ． 経営ビジョン 

 

「商用車・ディーゼルエンジンにおける、グローバル・リーディング・カンパニー」 

 

 Ⅲ． 中期経営計画の概要 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 Ⅲ－１． グローバル戦略商品の開発 

 
１．戦略商品の開発 

・大型商用車では、中国、アセアン市場をメインターゲットとした「アジアトラック」投

入 

・中小型商用車ではグローバルマーケットに対応した中小型統合商品として「New Ｎ シ

リーズ／Ｆ シリーズ（仮称）」投入 

・ＬＣＶではピックアップにプラットフォーム統合し、グローバル展開によるスケールメ

リットの実現 

・ディーゼルエンジンラインアップを段階的にスーパークリーンディーゼル化 

 

２．コスト体質強化 

・新製品投入を機にコスト20％削減 

 

【グローバル戦略商品の開発】 

・戦略商品開発 

・コスト体質強化 

・ＧＭ社との協業関係強化 

【製品／市場別事業体制強化】 

・国内商用車事業強化 

・海外商用車販売体制整備／強化 

・ＬＣＶ事業収益の最大化 

・ディーゼルエンジンビジネスの拡大 

連結売上高   16,000億円
 
連結営業利益  1,000億円
 
営業利益率    ６％以上

 
平成20年３月期
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３．ＧＭ社との協業関係強化 

・当社は、ＧＭグループのキープレーヤーとして、ＧＭ社との更なる協業強化を目指し、

商品の共同開発および生産分野における当社の役割拡大に向け検討を開始 

・ＧＭグループにおける当社商用車事業の拡大 

・ＧＭグループにおける当社ディーゼルエンジンの活用範囲拡大 

・グローバル市場向け次世代ＬＣＶの共同開発 

 

 Ⅲ－２． 製品／市場別事業体制強化 

 

１．国内商用車事業強化 

国内商用車№１を目指し、戦略的新商品投入 

・大型トラックギガに経済性に優れた新エンジンを投入 


